


















第 1 章  序論  
 
本 論 文 で は 日 本 人 の 対 人 特 性 を 構 造 化 し ， そ の 特 徴 を 明 ら か に す る こ と を 全
体 の 目 的 と す る 。  
対 人 特 性 は 包 括 的 パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 性 に 包 含 さ れ る ， パ ー ソ ナ リ テ ィ 特 性 の
一 側 面 で あ り ， 人 を 特 定 の 対 人 行 動 へ と 向 か わ せ る 傾 向 性 と い え る （ Wiggins, 
2003）。 そ れ ゆ え 対 人 特 性 は 対 人 関 係 や 対 人 問 題 と も 関 連 す る と 考 え ら れ て い
る 。  
対 人 行 動 や 対 人 特 性 は 「 支 配 性 」 と 「 親 密 性 」 を 2 軸 と す る 円 環 構 造 で 表 現
で き る と 考 え ら れ て い る 。 対 人 行 動 研 究 や 対 人 特 性 研 究 の 歴 史 に お い て は 支 配
性 と 親 密 性 と 解 釈 可 能 な 2 つ の 次 元 が 繰 り 返 し 見 出 さ れ て き た 。ま た 対 人 行 動
や 対 人 特 性 を 構 成 す る 変 数 が 2 つ の 次 元 で 表 現 さ れ る 平 面 上 に 円 環 状 に 配 列 さ
れ る こ と も 示 さ れ ， か つ ，同 様 の 2 軸 お よ び 円 環 構 造 が さ ま ざ ま な 言 語 に お け
る 語 彙 研 究 か ら 明 ら か と な っ て い る 。 つ ま り ， 対 人 行 動 や 対 人 特 性 を 表 現 し た
円 環 構 造 は 言 語 を 越 え て 人 間 に 普 遍 的 に み ら れ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ て い る 。  
対 人 特 性 は 対 人 行 動 の 特 徴 や 対 人 関 係 の あ り 方 の 指 標 と し て 活 用 さ れ ， 法 則
定 立 的 ネ ッ ト ワ ー ク と し て 心 理 学 的 構 成 概 念 同 士 の 整 理 に 役 立 っ て い る 。 ま た
外 的 基 準 の 1 つ と し て 理 論 研 究 に も 利 用 さ れ て お り ，人 間 の 行 動 を 記 述 し ，理
解 す る た め の 1 つ の 概 念 と し て 活 用 さ れ て い る 。  
し か し ， 日 本 に お い て は 対 人 特 性 の 研 究 自 体 が 少 な く ， 日 本 人 の 対 人 特 性 を
包 括 的 に 捉 え よ う と し た 試 み も ほ と ん ど 行 わ れ て い な い 。 そ こ で 本 論 文 で は 日
本 人 の 対 人 特 性 を 構 造 化 し ， そ の 特 徴 を 明 ら か に す る こ と を 全 体 の 目 的 と し て
以 下 の 3 点 を 取 り 上 げ る 。  
 1 点 目 は 海 外 で 利 用 さ れ て い る 対 人 円 環 尺 度 を 翻 訳 し ， 日 本 で 活 用 で き る よ
う に す る こ と で あ る 。 共 通 の 物 差 し を 利 用 す る こ と は ， 海 外 で 積 み 上 げ ら れ て
い る 知 見 を 活 用 す る こ と に つ な が り ， 対 人 特 性 研 究 の 活 性 化 に 寄 与 す る と 考 え
ら れ る 。 ま た ， 尺 度 の 翻 訳 は ， 海 外 の 知 見 を 利 用 し て 日 本 人 の 特 徴 を 明 ら か に
す る こ と に 寄 与 し 得 る だ け で な く ， 日 本 人 サ ン プ ル を 対 象 に 得 た 知 見 を 海 外 の
研 究 者 が 利 用 し や す く な る こ と に も 繋 が る と 考 え ら れ る 。  
 2 点 目 は 語 彙 研 究 に よ っ て 対 人 特 性 語 の 構 造 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。 海
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外 尺 度 の 翻 訳 は ， 海 外 で 作 成 さ れ た 視 点 で 日 本 人 の 対 人 特 性 を 測 定 す る と い う
意 味 で 「 etic」（ Pike, 1966） な 視 点 （ 外 部 か ら 持 ち 込 ん だ 枠 組 み で ， あ る シ
ス テ ム を 捉 え る こ と ） か ら の 研 究 で あ る 。 そ れ に 対 し て 語 彙 研 究 で は ， 日 本 語
の 対 人 特 性 語 を 扱 う 。 語 彙 研 究 は 日 本 語 の 中 か ら 対 人 特 性 語 を 拾 い 上 げ ， 対 人
特 性 語 の 構 造 を 探 る こ と で 日 本 人 の 対 人 特 性 の 構 造 を 浮 か び 上 が ら せ よ う と い
う 「 emic」 な 視 点 （ あ る シ ス テ ム を ， そ の 内 部 か ら 捉 え る こ と ） に 立 つ 研 究
と 言 え る 。「 emic」 な 視 点 に 立 つ こ と で ， 翻 訳 尺 度 で は 捉 え る こ と の で き な
い ， 日 本 固 有 の 特 徴 を 捉 え る こ と が で き る と 期 待 で き る 。  
 3 点 目 は 対 人 特 性 尺 度 の 構 成 で あ る 。 尺 度 化 に よ っ て 概 念 を 捉 え や す く な
り ， 対 人 行 動 や 対 人 関 係 を 捉 え る 枠 組 み の 1 つ と し て の 活 用 可 能 性 が 広 が る
と 考 え ら れ る 。  
一 連 の 研 究 は 大 き く 3 つ に 分 け ら れ る 。 1 つ は 第 2 章 で 報 告 す る ， 海 外 の 対
人 円 環 尺 度 の 翻 訳 と そ の 信 頼 性 と 妥 当 性 を 検 討 し た 研 究 （［ 研 究 1・ ２ ・
３ ］）， 2 つ 目 は 第 3 章 と 第 4 章 で 報 告 す る ， 対 人 特 性 構 造 を 探 る 語 彙 研 究
（［ 研 究 4－ 7］）， そ し て 3 つ 目 が 第 5 章 で 報 告 す る ， 対 人 特 性 尺 度 の 構 成 を 目
指 し た 研 究 （［ 研 究 8－ 13］） で あ る 。 第 6 章 で は こ れ ら の 研 究 か ら 得 ら れ た 結
果 を 整 理 し ， 総 合 的 に 考 察 し ， 今 後 の 研 究 課 題 を 述 べ る 。  
 
第 2 章  対人 特性 尺度の 翻 訳と 妥当 性 検証  
 
 第 2 章 で は 32 項 目 で 対 人 特 性 を 測 定 す る IPIP-IPC（ Markey & Markey, 2
009） を 翻 訳 し ， IPIP-IPC-J を 作 成 し た 。  
 ［ 研 究 1］ で は ， 大 学 生 と 短 大 生 625 名 を 対 象 に ， IPIP-IPC-J の 円 環 構 造
の 検 証 を 行 っ た 。 確 認 的 因 子 分 析 の 結 果 か ら 8 つ の 下 位 尺 度 の 内 的 整 合 性 が
示 さ れ た 。 5 週 間 隔 で 実 施 さ れ た 調 査 か ら は ， IPIPIP-IPC-J が 原 版 と ほ ぼ 同
程 度 の 再 検 査 信 頼 性 を 持 つ こ と が 示 さ れ た 。 主 成 分 分 析 の 結 果 ， 8 つ の 対 人 特
性 が 2 つ の 主 成 分 を 軸 と す る 平 面 上 に 円 環 状 に プ ロ ッ ト す る こ と が 視 覚 的 に
確 認 さ れ た 。 さ ら に 下 位 尺 度 間 の 相 関 行 列 を 利 用 し た 分 析 か ら は ， 8 つ の 下 位
尺 度 が 円 環 構 造 を 示 す こ と が 統 計 的 に も 支 持 さ れ た 。  
第 2 節 の ［ 研 究 2］ で は ， 大 学 生 と 短 大 生 521 名 を 対 象 に ， 2 つ の Big Five
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尺 度 （ 並 川 他 ， 2012； 小 塩 ・ 阿 部 ・ カ ト ノ ー ニ ， 2012） を 用 い て 妥 当 性 の 検
証 を 行 っ た 。 IPIP-IPC-J と の 相 関 分 析 の 結 果 ，「 群 居 的 」 対 人 特 性 が 外 向 性
と ，「 温 和 」 な 対 人 特 性 が 協 調 性 と 最 も 強 く 関 連 す る こ と が 明 ら か と な っ た 。
外 向 性 と 協 調 性 を IPIP-IPC-J 平 面 上 に 布 置 す る と ， 先 行 研 究 か ら 予 想 さ れ た
通 り ， 外 向 性 は 支 配 性 (+)， 親 密 性 (+)の 領 域 に ， 協 調 性 は IPIP-IPC-J の 支 配
性 （ -）， 親 密 性 (+)の 領 域 に 布 置 さ れ る こ と が 示 さ れ た 。  
第 3 節 の ［ 研 究 3］ で は ， 大 学 生 と 短 大 生 390 名 を 対 象 に ， Dark Triad
（ 田 村 ・ 小 塩 ・ 田 中 ・ 増 井 ・ ジ ョ ナ ソ ン , 2015） や 友 人 関 係 （ 岡 田 ， 1995），
ア サ ー シ ョ ン （ 村 山 他 ， 1991） を 測 定 す る 尺 度 を 用 い て ， IPIP-IPC-J と の 関
連 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， Dark Triad の マ キ ャ ベ リ ア ニ ズ ム ， サ イ コ パ シ ー
傾 向 ， 自 己 愛 傾 向 は 予 測 通 り IPIP-IPC-J の 「 傲 慢 」 と 関 連 し ， IPIP-IPC-J 上
で は 支 配 性 (+)， 親 密 性 （ -） の 領 域 に 布 置 さ れ る こ と が 示 さ れ た 。 友 人 関 係 尺
度 と の 関 連 か ら は ，「 温 和 」「 群 居 的 」「 自 信 過 剰 」 な 対 人 特 性 が 友 人 達 と い つ
も 一 緒 に い る こ と を 好 む 友 人 関 係 と ，「 謙 虚 」「 温 和 」 な 対 人 特 性 が 友 人 を 傷 つ
け な い よ う に 気 を 遣 う 友 人 関 係 と ，「 冷 淡 」「 孤 独 」「 自 信 の な い 」 対 人 特 性 が
深 い 関 わ り 合 い を 避 け る 友 人 関 係 と 関 連 す る こ と が 示 さ れ た 。 ま た ア サ ー シ ョ
ン 尺 度 と の 関 連 か ら は ，「 孤 独 」「 自 信 の な い 」 対 人 特 性 が 自 己 主 張 の 抑 制 と ，
「 自 信 過 剰 」「 傲 慢 」「 冷 淡 」 な 対 人 特 性 が 攻 撃 的 な 自 己 主 張 と 関 連 す る こ と が
明 ら か と な っ た 。 こ れ ら の 結 果 は い ず れ も IPIP-IPC-J の 妥 当 性 の 証 左 と 考 え
ら れ た 。  
以 上 の 研 究 か ら IPIP-IPC-J の 円 環 構 造 と 信 頼 性 ， 妥 当 性 が 示 さ れ ， 我 が 国
に お い て も 対 人 特 性 が 円 環 構 造 を と り う る 可 能 性 が 示 さ れ た 。  
 
第 3 章  語彙 研究 による 対 人特 性語 の 抽出  
第 4 章  対人 特性 語の構 造 の検 討  
 
第 3 章 と 第 4 章 で は ， 語 彙 研 究 に よ っ て 対 人 特 性 語 の 構 造 を 探 り ， 日 本 語
に 基 づ い て 対 人 特 性 語 の 構 造 を 明 ら か に す る こ と を 目 指 し た 。  
第 3 章 第 2 節 の ［ 研 究 4］ で は ， 大 学 生 5 名 の 協 力 の も と ， 広 辞 苑 第 六 版
（ 新 村 ， 2008） と 大 辞 林 第 三 版 （ 松 村 ， 2006） か ら パ ー ソ ナ リ テ ィ 表 現 用 語
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を 抽 出 し た 。 そ の 結 果 ， 広 辞 苑 か ら は 1302 語 ， 大 辞 林 か ら は 1515 語 ， 重 複
を 除 い て 2461 語 が 収 集 さ れ た 。  
第 3 章 第 3 節 の ［ 研 究 5］ で は ， 代 表 的 対 人 特 性 語 の 選 定 を 目 指 し て ， 246
1 語 の 絞 り 込 み を 行 い ， 最 終 的 に 949 語 を 代 表 的 パ ー ソ ナ リ テ ィ 表 現 用 語 と し
て 選 別 し た 。  
第 3 章 第 4 節 の ［ 研 究 6］ で は ， 代 表 的 パ ー ソ ナ リ テ ィ 表 現 用 語 の 中 か ら 対
人 特 性 語 を 選 別 し た 。「 彼 は （ わ た し は ） 人 に 対 し て ○ ○ （ な 人 ） だ 。」 の よ う
な 刺 激 文 が ○ ○ に 入 れ る 品 詞 に 合 わ せ て 5 種 類 作 成 さ れ ， 特 定 の パ ー ソ ナ リ
テ ィ 表 現 用 語 を ○ ○ に 当 て は め た 際 に 刺 激 文 が 日 本 語 と し て 自 然 な 場 合 に ， そ
の 用 語 を 対 人 特 性 語 と み な し た （ 全 体 の 回 答 者 に 占 め る ， 適 切 と 回 答 し た も の
の 割 合 を 適 切 率 と す る ）。 そ の 結 果 ， パ ー ソ ナ リ テ ィ 表 現 用 語 の う ち の 一 定 割
合 が 対 人 特 性 を 表 現 す る こ と ， 対 人 特 性 語 は 各 品 詞 か ら 一 定 の 割 合 で 抽 出 さ れ
得 る こ と が 示 さ れ た 。  
第 4 章 の ［ 研 究 7］ で は ，［ 研 究 6］ で 明 ら か と な っ た 対 人 特 性 語 と し て の
適 切 率 を も と に 選 出 し た 339 語 を 使 用 し て ， 対 人 特 性 語 の 構 造 を 検 討 し た 。 7
19 名 の 大 学 生 が 調 査 に 参 加 し た 。 自 分 に 当 て は ま る （ も し く は 当 て は ま ら な
い ） と 回 答 し た 割 合 （ 是 認 率 ） が 25％ 未 満 ， も し く は 75％ よ り 大 き か っ た 80
語 は 社 会 的 望 ま し さ を 反 映 し て い る と 考 え ， 分 析 か ら 除 外 し ， 259 語 を 対 象 に
主 成 分 分 析 を 行 っ た 。 そ の 結 果 ， 第 1 主 成 分 と 第 2 主 成 分 （ 累 積 寄 与 率 70.
1％ ） で 表 現 さ れ る 平 面 上 に 259 語 が 円 環 状 に 分 布 す る 様 子 が 観 察 さ れ た 。  
 
第 5 章  対人 特性 尺度の 構 成  
 
第 5 章 の ［ 研 究 8］ か ら ［ 研 究 13］ で は ， 対 人 特 性 尺 度 の 構 成 を 目 指 し ，
信 頼 性 や 妥 当 性 の 検 証 を 行 っ た 。  
第 1 節 の ［ 研 究 8］ で は ，［ 研 究 7］ の デ ー タ を も と に ク ラ ス タ ー 分 析 を 行
い ， 対 人 特 性 語 の グ ル ー ピ ン グ を 行 っ た 。 Gap 統 計 量 （ Tibshirani， Walthe
r， & Hastie， 2001） を も と に ク ラ ス タ ー 数 を ７ と ８ に 指 定 し ， k-means 法 で
そ れ ぞ れ ク ラ ス タ リ ン グ を 行 っ た 結 果 ， ７ ク ラ ス タ ー の 場 合 に は 平 均 37 語
（ 18－ 47 語 ） が ， ８ ク ラ ス タ ー の 場 合 に は 平 均 32 語 （ 18－ 43 語 ） が 各 ク ラ
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ス タ ー に 分 類 さ れ た 。  
第 2 節 の ［ 研 究 ９ ］ で は 対 人 特 性 尺 度 の 構 成 を 目 指 し た 。 対 人 特 性 語 の ま
と ま り を 決 定 す る た め に ［ 研 究 ８ ］ で 見 出 さ れ た 7 ク ラ ス タ ー か ら 10 語 ず
つ ， ８ ク ラ ス タ ー か ら 10 語 ず つ を 選 び ， 重 複 を 除 く 88 語 を 対 象 に 改 め て ク
ラ ス タ ー 分 析 を 行 っ た 。 そ の 後 ， 決 定 さ れ た 各 ク ラ ス タ ー と Big Five（ 小
塩 ・ 阿 部 ・ カ ト ロ ー ニ ， 2012）， Dark Triad（ 田 村 ・ 小 塩 ・ 田 中 ・ 増 井 ・ ジ ョ
ナ ソ ン ， 2015）， 対 人 葛 藤 方 略 （ 加 藤 ， 2003）， IPIP-IPC-J（ 橋 本 ・ 小 塩 ， 201
6） と の 関 連 を 検 討 し た 。 そ の 結 果 ， 対 人 特 性 語 は 8 ク ラ ス タ ー に 分 類 さ れ ，
各 ク ラ ス タ ー に は 外 的 基 準 と の 関 連 か ら 以 下 の 名 前 が つ け ら れ た 。 12 時 の 方
向 か ら 反 時 計 回 り に 「 自 己 主 張 的 」「 自 己 中 心 的 」「 冷 淡 」「 内 向 的 ・ 受 身 」「 謙
虚 」「 温 和 」「 友 好 的 」「 社 交 的 」 の 8 つ で あ る 。「 自 己 主 張 的 」 と 「 内 向 的 ・
受 身 」 を 結 ぶ 軸 が 支 配 性 に ，「 温 和 」 と 「 冷 淡 」 を 結 ぶ 軸 が 親 密 性 に 相 当 す る
と 解 釈 さ れ た 。 海 外 の 対 人 円 環 と 異 な り ， 支 配 性 （ － ）， 親 密 性 （ － ） の 領 域
が 空 白 と な り ， 支 配 性 （ +）， 親 密 性 （ +） の 領 域 が 「 友 好 的 」 と 「 社 交 的 」 に
よ っ て 細 分 化 さ れ た （ Figure 1）。  
 
 
Figure 1 語 彙 研 究 か ら 得 ら れ た 対 人 特 性 の 円 環 モ デ ル  
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第 3 節 の ［ 研 究 10］ で は 対 人 特 性 尺 度 短 縮 版 の 構 成 を 目 指 し た 。 8 ク ラ ス
タ ー か ら 数 語 ず つ を 抜 き 出 し て 複 数 の 短 縮 版 を 作 成 し ，［ 研 究 9］ の デ ー タ を
用 い て 外 的 基 準 と の 相 関 パ タ ー ン を 比 較 し た 。  
第 4 節 の ［ 研 究 11］ で は ， 対 人 特 性 尺 度 短 縮 版 の 再 検 査 信 頼 性 を 検 討 し
た 。［ 研 究 9］ と 4 週 を 空 け て 行 わ れ た ［ 研 究 11］ の 両 方 の 調 査 に 参 加 し た 大
学 生 139 名 が 対 象 と な っ た 。 そ れ ぞ れ 対 応 す る ク ラ ス タ ー 得 点 間 の 相 関 係 数
の 平 均 は α ＝ .77（ .70 - .86） で ， 対 人 特 性 尺 度 短 縮 版 が 一 定 の 再 検 査 信 頼 性
を も つ こ と が 示 さ れ た 。  
第 5 節 の ［ 研 究 12］ で は 対 人 特 性 尺 度 短 縮 版 の 妥 当 性 検 証 の 一 環 と し て ，
HEXACO（ Ashton & Lee, 2009; Wakabayashi, 2014） と の 関 連 ， お よ び
「 仲 の 良 い 友 人 の 数 」「 知 人 と 飲 み 会 （ ご は ん ） に 行 く 回 数 （ 1 か 月 あ た り ）」
「 現 在 所 属 し て お り ， 頻 繁 に 稼 働 し て い る LINE グ ル ー プ の 数 」 と の 関 連 が 検
討 さ れ た 。 大 学 生 193 名 が 参 加 し た 調 査 の 結 果 ， HEXACO の 外 向 性 は 予 想 通
り ， 対 人 特 性 の 社 交 的 ， 自 己 主 張 的 と 最 も 高 い 相 関 を ， 内 向 的 ・ 受 身 と 最 も 低
い 相 関 を 示 し た 。 協 調 性 は 温 和 と 最 も 高 い 相 関 を ， 冷 淡 と 最 も 低 い 相 関 を 示 し
た 。 こ の 結 果 は 対 人 特 性 尺 度 短 縮 版 の 妥 当 性 を 支 持 す る 結 果 で あ っ た 。 ま た ，
社 交 的 ， 友 好 的 な 対 人 特 性 が 「 仲 の 良 い 友 人 の 数 」 や 「 飲 み 会 （ ご は ん ） に 行
く 回 数 」 と 正 の 相 関 を み せ た こ と も 対 人 特 性 尺 度 短 縮 版 の 妥 当 性 の 証 左 と 考 え
ら れ た 。  
第 6 節 の ［ 研 究 13］ で は 大 学 生 の SNS と の 関 わ り 方 と の 関 連 を 検 討 す る こ
と で ， 各 対 人 特 性 の 特 徴 の 描 写 を 試 み た 。 LINE 尺 度 （ 時 岡 他 ， 2017） と 対 人
特 性 尺 度 短 縮 版 で 構 成 さ れ た 質 問 紙 に 大 学 生 87 名 が 回 答 し た 。 そ の 結 果 ， LI
NE 上 で の 「 攻 撃 性 の 増 加 」 と 自 己 中 心 的 ， 冷 淡 な 対 人 特 性 の 関 連 が 明 ら か と
な り ， 対 人 特 性 が オ ン ラ イ ン 上 で の や り と り に も 敷 衍 さ れ る 可 能 性 が 示 さ れ
た 。 ま た LINE の 「 既 読 無 視 へ の 不 安 」 と 自 己 中 心 的 ， 冷 淡 な 対 人 特 性 と の 関
連 が 示 さ れ ，「 既 読 無 視 へ の 不 安 」 を 引 き 起 こ す 要 因 と し て 他 者 と の 親 密 な 関






第 6 章  総合 考察  
 
本 論 文 の 成 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。  
 1 つ 目 の 成 果 は ， 海 外 で 作 成 さ れ た 対 人 円 環 尺 度 を 翻 訳 し ， 信 頼 性 と 妥 当 性
を 備 え た 尺 度 を 構 成 し た こ と で あ る 。 作 成 し た 翻 訳 尺 度 を 用 い る こ と で ， 海 外
で 蓄 積 さ れ た 研 究 知 見 と の 比 較 研 究 が 可 能 と な る 。 さ ら に ， 日 本 人 を 対 象 と し
て 得 ら れ た 知 見 を 海 外 の 研 究 者 が 利 用 し や す く な る と い う 側 面 も 併 せ 持 つ 。 つ
ま り 尺 度 の 翻 訳 と は ， 海 外 で 作 成 さ れ た 枠 組 み を 日 本 に 「 輸 入 す る 」 と い う 方
向 性 だ け で な く ， 日 本 国 内 で 得 ら れ た 知 見 を 海 外 に 向 け て 「 輸 出 す る 」 と い
う ， 双 方 向 的 な 意 味 を 持 つ の で あ る 。 双 方 向 的 な 研 究 の や り 取 り が ， 世 界 に 占
め る 日 本 の 位 置 づ け を 明 ら か に し ， 日 本 人 の 対 人 特 性 の 特 徴 を 相 対 化 し て 捉 え
る こ と に つ な が る と 考 え ら れ る 。  
 2 つ 目 の 成 果 は ， 対 人 特 性 を 捉 え る 枠 組 み と し て ， 先 行 研 究 同 様 の 作 動 性 と
共 同 性 に 包 含 さ れ る と 解 釈 可 能 な 2 つ の 次 元 を 語 彙 研 究 に よ っ て 見 出 し た こ
と で あ る 。 こ の 成 果 に は 2 つ の 意 味 が あ る 。 1 つ は 作 動 性 と 共 同 性 と い う 概 念
が ， 対 人 行 動 を 捉 え る 枠 組 み と し て 有 効 で あ る と す る 先 行 研 究 に ， 妥 当 性 の 根
拠 を 1 つ 加 え た と い う 意 味 で あ る 。 も う 1 つ は ， 日 本 人 の 対 人 特 性 を 捉 え る
上 で ， 作 動 性 に 包 含 さ れ る 概 念 の 中 で も 「 自 己 主 張 的 」（ 対 「 内 向 的 ・ 受 身 ）
と い う 軸 の 有 効 性 を 提 案 し た と い う 意 味 で あ る 。  
 3 つ 目 の 成 果 は ， 対 人 特 性 の 構 造 が 先 行 研 究 と 同 じ く 円 環 構 造 で 表 現 可 能 な
こ と を 示 し た こ と で あ る 。 語 彙 研 究 に 基 づ い て 対 人 特 性 を 8 つ の グ ル ー プ に
ま と め 上 げ ， そ れ ら が 海 外 と 同 様 の 円 環 構 造 を 構 成 す る こ と を 示 し た 点 ， そ し
て 個 々 の 変 数 に 命 名 し ， 対 人 特 性 を 捉 え る 詳 細 な 視 点 を 提 供 し た こ と が 3 つ
目 の 成 果 の 意 味 で あ る 。  
 今 後 の 主 た る 研 究 課 題 は ， 語 彙 研 究 に 基 づ い て 構 成 さ れ た 対 人 特 性 モ デ ル に
つ い て ， 検 討 を 重 ね て い く こ と で あ る 。  
 第 １ に ， 実 際 の 対 人 相 互 場 面 で モ デ ル の 妥 当 性 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 も と
も と 対 人 特 性 は 他 者 と の 相 互 作 用 場 面 で み ら れ る 行 動 と 関 連 す る パ ー ソ ナ リ テ
ィ を 捉 え た 概 念 で あ り ， た だ 「 個 人 」 の 行 動 を 捉 え た も の と は 区 別 さ れ る 。 本
論 文 の 研 究 は 質 問 紙 に よ る 調 査 に と ど ま っ て い る た め ， 人 と 人 と の 相 互 作 用 場
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面 で 実 際 に 活 用 し 得 る も の か 検 討 が 必 要 で あ る 。  
 第 ２ に ， 現 実 場 面 で の 行 動 指 標 と の 関 連 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 本 論 文 の 研
究 で は 「 仲 の 良 い 友 人 の 数 」 や 「 飲 み 会 （ ご は ん ） に 行 く 回 数 」「 LINE グ ル
ー プ の 数 」 と い っ た 指 標 と の 関 連 し か 検 討 す る こ と が で き な か っ た 。 し か し ，
特 定 の 対 人 行 動 が 本 論 文 で 構 造 化 し た 対 人 特 性 と 関 連 を 持 つ こ と が 明 ら か と な
っ た 。 こ れ ま で に 論 じ た 一 連 の 研 究 は 構 成 概 念 同 士 の 比 較 検 討 に と ど ま っ た 嫌
い が あ る 。 今 後 ， 対 人 特 性 が ど の よ う な 行 動 と 関 連 す る の か を 検 討 す る こ と
で ， 対 人 行 動 に 対 し て 対 人 特 性 が 果 た す 役 割 を よ り 深 く 理 解 す る こ と に つ な が
る と 考 え ら れ る 。  
第 3 に ， 相 互 作 用 す る 2 者 関 係 と 対 人 特 性 と の 関 連 を 検 討 す る こ と で あ
る 。 Sullivan（ 1953 中 井 ・ 宮 崎 ・ 高 木 ・ 鑪 訳  1990） が 指 摘 し た よ う に 対 人 特
性 が そ の 人 の 築 き 上 げ て き た 他 者 と の 関 係 性 の 蓄 積 だ と す れ ば ， 対 人 特 性 は 対
人 関 係 の あ り 方 と 関 連 す る と 思 わ れ る 。 我 々 は 身 近 な 人 間 関 係 で も ， 親 子 関
係 ， 友 人 関 係 ， 恋 人 関 係 ， 上 司 と 部 下 な ど ， さ ま ざ ま な 関 係 性 の 中 で 生 活 し て
い る 。 そ れ ら の 関 係 性 に 対 し て 対 人 特 性 は ど の よ う に 関 連 し て い る の か ， 相 補
性 の 原 理 の 検 証 も 含 め ， 課 題 は 多 い 。 さ ら に ， 相 互 作 用 す る 相 手 と の 関 係 性 に
応 じ て 対 人 行 動 を 捉 え る 枠 組 み を 使 い 分 け て い る の か ， あ る い は 共 通 す る 枠 組
み で 捉 え て い る の か も 興 味 深 い 問 題 で あ る 。 先 行 研 究 で は 子 ど も を 観 察 対 象 と
し た 場 合 に は ， 大 人 の 時 と は 異 な る 枠 組 み が 見 出 さ れ て い る 。 枠 組 み の 違 い
は ， あ る 人 間 関 係 に お い て 重 視 す る 側 面 の 違 い を 表 す と 考 え ら れ る 。 枠 組 み の
違 い を 知 る こ と は ， そ れ ら の 関 係 性 の 背 後 に あ る ， 社 会 の 特 徴 を 知 る こ と に も
つ な が る と 考 え ら れ る 。  
第 4 に ，「 温 和 」 な 対 人 特 性 と 「 友 好 的 」 対 人 特 性 の 違 い を 様 々 な 変 数 と の
関 連 か ら 検 討 す る こ と で あ る 。 他 の パ ー ソ ナ リ テ ィ 変 数 と の 相 関 パ タ ー ン を 見
る 限 り ， 2 つ の 対 人 特 性 は 類 似 し て お り ， 2 つ の 対 人 特 性 と し て 独 立 さ せ る 意
味 が ど こ ま で あ る か を 検 討 す る こ と は 今 後 の 課 題 で あ る 。 仮 に こ の 2 つ の 対
人 特 性 を 区 別 す る こ と が 重 要 で あ る な ら ば ， 2 つ の 違 い は ど の よ う な 面 に 現 れ
て く る の か ， 今 回 検 討 し な か っ た 他 の パ ー ソ ナ リ テ ィ 変 数 と の 関 連 や ， 現 実 場
面 で の 行 動 指 標 と の 関 連 な ど を 検 討 す る 必 要 が あ る 。 こ う し た 検 討 は ， 対 人 場
面 に お け る 日 本 人 固 有 の 行 動 特 徴 を 知 る こ と に つ な が る と 期 待 で き る 。  
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